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技術相談 
提供可能技術： 

・電磁波シミュレーション手法およびその高精度化・高速化・並列化，各種問題への応用 

・地中レーダを用いた地中探査，合成開口レーダ・光学センサによるリモートセンシング 

研究内容： GPU を用いた高速・高精度シミュレーションと人工知能技術によるレーダ画像の自動識別 

【研究内容・シーズの概要】 

電磁波解析で広く用いられている FDTD 法を高精度・高速化する方法を研究しています。近年高速化が顕著な画層

処理用プロセッサ GPU を複数台接続した GPU クラスタによる高速プログラムと，誤差解析に基づく最適パラメータ導出

プログラムを開発しています。この結果，例えば，従来は 10 時間程度を要していた地中レーダのシミュレーションが 10

分程度で高精度に実現できています。 

 近年，社会インフラの劣化，自然災害による地盤・堤防崩壊などが問題になっています。このような地中やコンクリート

中を可視化する技術として地中レーダがありますが，物体推定が大きな課題でした。多層のニューラルネットである深層

学習による機械学習が適用できれば，自動推定が実現できます。しかし深層学習では大量の教師付学習用データが必

要で，我々が開発した高精度・高速シミュレーションで学習用データを生成する方法が有効です。シミュレーションで生

成したレーダ画像と深層学習により，物体の材質や大きさを 80 %以上の精度で推定できることを確認しています。 

 さらに，人工衛星・航空機・ドローンなどに搭載された合成開口レーダ・光学センサにより，災害モニタリングや発災後

の捜索支援への応用，海洋クロロフィル a 解析による沿岸漁業支援，空撮画像からの 3 次元復元によるシミュレーショ

ン用の数値モデル構築の研究など実際の問題への応用も研究しています。 

 

 

    

 

 

    

図 1 地中レーダ探査の実際とレーダ画像の例  図 2 GPU を用いた高速シミュレーションによるレーダ画像生成
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

GPU クラスタ・Tesla K20m x 64 (NVIDIA) ベクトルネットワークアナライザ・MS46121（Anritsu） 

NVIDIA TITAN X/GTX 1080 搭載ワークステーション複数台 誘電率測定システム・POS-141D/POS-250/DMP-60（KEYCOM） 

地中レーダ・RAMAC 500/800 MHz (Mala Geoscience)  

地中レーダ・SIR-4000 350/400/900 MHz (GSSI)  

高精度測位システム・VRS-GNSS SP-60 (Spectra Precision)  
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